
水道料金制度の
概要

水道事業の
予算

21円（10％）

76円（35％）

116円（53％）

4円（ 2 ％）

職員給与
生産原価

減価償却費など

施設建設のための
借入金の利息

施設の維持管理や、
サービス業務の
強化に要する費用

217
生産原価は、

収益的支出により
  算出しています。

　１ｍ3の水道水をつくるための費用のことを
生産原価といいます。令和7（2025）年度の
生産原価（予定）は217円で、右図の内訳から
もわかるように維持管理などの施設関係の費
用が大部分を占めています。

1m3の水の量は
1L入りペットボトル 
1,000本分に
相当します。

収入
482億円

水道料金
385億円

水道水の生産・
配水費用
178億円

減価償却費など
135億円

借入金の利息支払
8億円

その他
97億円

支出
406億円

メーター検針・料金収納費用
58億円

事業全般にかかる費用
25億円

その他
2億円

収益的収支差引
76億円

施設の建設・
更新費用
291億円

借入金の
元金返済
56億円

その他
1億円

損益勘定留保資金等※
188億円

収入
160億円

支出
348億円

出資金・補助金
13億円

積立金の取崩
20億円

水道利用加入金等
7億円

会計上、
借入金の利息返済
は収益的支出、元金の
返済は資本的支出
となっています。

借入金は主に
施設の建設・更新
の費用にあてられ
ています。

※資本的収支において、支出に対する収入の不足分を
補填している「損益勘定留保資金等」とは、減価償却
費などにより内部に留保される自己財源のことです。

水道事業の予算には、収益的収支と資本的収支があります。

水道事業会計のうち、施設の運転・管理等、
水道事業を運営するための経費とその財源

水道事業会計のうち、水道施設を建設・
整備するための経費とその財源

水

　札幌市の水道事業は、「地方公営企業」として経営し
ており、その事業の運営に必要な経費のほとんどを、
水道料金でまかなう「独立採算制」をとっています。

基本料金（定額）基本料金（定額）

従量料金従量料金

　札幌市の水道料金は、ご利用の目的によって、家庭向けの「家事の用」、事業
者向けなどの「家事以外の用」、「公衆浴場用」の３種類に分かれています。
　さらに、「家事以外の用」では、水道メーターの口径が大きいほど料金が高く
なるように設定されています。

ご利用の目的や水道メー
ターの口径の大きさごと
に設定された定額の料金

使用した水の量に応じて
ご負担いただく料金

= +水道
料金

基本
料金

従量
料金

基本料金とは 従量料金とは

このように基本料金と従量料金の二本建てで計算
される料金制度を「二部料金制」といいます。

　札幌市の水道料金は、下記のようなしくみ
となっており、通常、水道料金と下水道使用
料をあわせて2か月ごとにお支払いただい
ております。

※上記の金額は札幌市水道事業給水条例第24条に定める基本料金と従量料金に消費税相当額を加えたものであり、小数点以下第2位まで
　表記してあります。なお、上記の料金表で定めた水道料金に1円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てます。

※四捨五入のため、計算が一致しない場合があります。

借入金120億円

財　政

水道事業の予算について【令和７(２０２５)年度】

収益的収支 資本的収支

水道水を１ｍ３つくるのにいくらかかるの？

ご利用の目的と

口径の大きさによって、

適用される料金が

分かれています

「基本料金」と

「従量料金」で
 構成されています

札幌市の水道料金のしくみ

１か月あたりの料金表

水道料金

1,452.00円 0円 220.00円 253.00円

291.50円

0円
0円

335.50円

363.00円 379.50円 396.00円

0円

0円

159.50円

0円

0円1,452.00円

291.50円 363.00円 385.00円 412.50円

2,750.00円

4,730.00円

20,900.00円

53,900.00円

237,600.00円

562,100.00円

268,400.00円

641,300.00円

25 26２０２５年度 札幌の水道 ２０２５年度 札幌の水道


